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報道関係各位 
 

腎臓への新薬物送達 (DDS) 技術の開発に成功 
－｢慢性腎不全｣｢腎細胞がん｣などの治療薬・診断薬をピンポイントで届ける－ 

 

京都薬科大学薬剤学分野の勝見英正准教授、山本昌教授らの研究グループは、腎臓に治療薬や診断薬

をピンポイントで送達できるナノ薬物担体の開発に成功しましたので、お知らせいたします。 

今回開発したナノ薬物担体の利用により、これまで治療が困難とされてきた｢慢性腎不全｣や｢腎細胞が

ん｣などの薬物治療・診断の大幅な改善と副作用の軽減が期待できます。 

 

本研究の成果は、2018 年 9 月 24 日（米国東部時間）の週に「Proceedings of the National Academy 

of Sciences of the United States of America（PNAS，米国科学アカデミー紀要）」のオンライン速報

版で発表されます。なお、本論文の報道機関用プレプリントは PNAS 誌の“a secure reporters-only web 

site”から入手できます。 

 

＜研究概要＞ 

腎臓へ送達するための薬物担体の開発は、これまでも本学に限らず研究がなされてきました。しかし

その多くは腎臓だけでなく、肝臓や脾臓（ひぞう）などの標的臓器以外の部位へも移行し、腎臓にピン

ポイントで送達される薬物担体の開発は難しい状況にありました。 

研究グループは、アミノ酸の一種であるセリンをナノ薬物担体の表面に結合させることで、薬物担体

が腎臓のみに集積することを、マウスを用いた実験で明らかにしました（下図）。また、腎臓のどこに移

行するかをみると、慢性腎不全や腎細胞がんの発症部位である近位尿細管に主に集積することが確認で

きました。セリンは生体適合性に優れており、抗がん剤などの治療薬や診断薬をナノ薬物担体に搭載す

れば、慢性腎不全や腎細胞がん治療・画像診断やセラノスティクス(治療と診断を同時に実施するシステ

ム) に利用できるとみています。 

今後は腎臓に疾患を持つ患者さんの一日でも早い治療への実用化に向け、新薬物送達 (DDS) 技術と

して製薬メーカーとの共同開発に広げる意向です。 

 

 

＜マウス静脈内投与後のセリン結合ナノ薬物担体の体内動態＞ 

2018/9/25 

（左）放射標識セリン結合ナノ薬物担体の SPECT/CT 画像 （右）近赤外蛍光標識セリン結合ナノ薬物担体の IVIS 画像 
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［研究に関するお問い合わせ先］ 

  京都薬科大学 薬剤学分野  

  准教授  勝見 英正                                          

〒607-8414 京都市山科区御陵中内町５ 

TEL:075-595-4662 FAX:075-595-4674  

E-mail: hkatsumi@mb.kyoto-phu.ac.jp 
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